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働
者
人
@
時

九
月
十
気
叶
ロ
か
ら
二
十
一
日

ま
で
の
一
一
選
側
関
絵
巻
入
綴
絞
滋

燃
で
す
。
ιの
淵
期
総
の
ね
ら
い
は
、
と

か
く
市
副
総
で
み
じ
め
な
生
活
に

お
ち
い
ち
や
す
い
殺
人
む
掛
晴
樹
聞

と
浴
後
を
高
め
る
と
録
勝
w
仏、

み
ん
は
い
か
務
人
に
対
し
て
の
側
関

心
と
捌
脱
線
を
深
め
よ
う
と
す
る

、
も
の
で
す
。

耐
刊
で
は
銭
信
や
の
と
お
り
九
口
月

中g
M
品
目
討
の
務
人
の

a
k老
人
・

母
子
綴
似
拡
大
会
を
儲
き
ま
す
。

会
総
時
同
日
一
つ
げ
い
分
け
、
第
一

会
場
を
我
孫
子
第
一
小
務
納
税
務

幾
〈
殺
孫
子
地
問
悼
)
、
終
日
一
A
M

せ
め
て
こ
の
位
の
サ
!
ピ
ス
告

(
と
し
よ
り
的
援
投
滋
開
問
}

叶
吋

手賞沼で丸木舟を発見

一
踊
祉
大
会
開
く

九
月
十
五
日

証
明
を
布
佐
小
学
校
然
科
鳳
〈
湖
北

書
官
叩
佐
地
区
)
と
し
ま
し
に
a

察
知
し
て
い
た
だ
く
の
は
、

六
十
滅
寸
イ
円
以
ぷ
の
万
と
ご
十
才

米
関
岡
の
子
ど
も
告
柏
町
つ
母
子
堂

穏
で
議
事
告
が
千
六
お
七
ト
…
一
一
人

後
訓
告
げ
か
二
千
二
百
二
十
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ζ

と
し
、
凝
縮
柑
M
M

郎
、
敬
老
余

な
ど
者
受
け
る
方
は
次
の
と
お

h
d
で
す
。
問問瀞
u
聞
を
受
け
る
方

市
小
山
闘
し
ま
(
飽
才
)
布
佼

曹
斉
幾
フ
サ
〈
刷
出
才
)
排
出
位
向

wv
骨
角
田
糾
き
の
〈
川
即
才
}
料
相
米

数
送
金
を
受
け
る
万

の
入
選
作
決

控
藤
さ
ん
な
ど
七
人
る

ハV
ζ
m
w
一
一
祭
出
明
る
い
社
会
へ
つ

な

r滋
開
常
務
州
予
さ
ゑ
ハ
下

ケ
一
戸
)

。
ζ

の
一
一
擦
問
明
る
い
仲
間
み
よ
い

綴
づ
く
ち
燦
巣
初
完
〈
務
係
予
)

〈V
A
吋
悶
悶
の
一
議
附
明
日
同
へ
の
期
待

乎
議
開
問
符
〈
後
一
向
〉

。
清
い
凝
っ
も
き
つ
も
っ
て
よ

い
政
治
小
川
藤
久
{
終
w
知子〉

の
つ
か
え
亙
し
く
す
て
る
な

舗
網
笈
制
服
そ
め
〈
我
柑
知
子
〉

小
と
帯
佐
小
で

宮
眠
聞
い
よ
、

mm培

、
食
品
、
小
織
は
つ
、

品
執
務
ま
す
、
中
小
川
川
か

く
、
資
初
期
ザ
ナ
媛
、
富

間
同
む
ゲ
イ
、
永
井
キ

ヌ
〔
以
上
務
孫
子
〉
綴

本
し
ま
(
却
幹
部
〉
悩
閥

下
あ
き
、
潟
村
要
夜
、

ふ
〈
制
部
品
ザ
わ
、
ゆ
品
料
ゆ

き
(
刊
紙
上
陥
消
防
〉
品
科
し

ま
(
都
部
新
田
山
)
取
閥

単
品
附
肌
も
と
(
揖
開
山
科
)

刷
版
本
に
主
、
官
問
和
相
セ

ン
、
鈴
木
フ
チ
(
以

上
娘
一
戸
〉
筏
内
紛
あ
き
、

花
患
は
る
、

w小川ぬ悶

貼
梯
〈
以
上
中
陣
)
撒
獄

融
尚
一
一
一
附
附
〈
新
木
〉
叫
杭

密
ち
ん
、
お
砕
内
総
油
畑
、

小
抽
出
た
か
、
山
市
臨
階
竹

之
助
、
小
川
出
う
め

〈
以
上
布
後
)

電
報
欄
鴫
緩
縄
開
会

怠
ヱ
式
お
こ
な
う

減
給
早
急
報
滋
議
弱
点
ロ
の
部
制

緩
総
叩
ム
メ
浴
、
八
月
十
九
日
午

前
十
時
か
ち
、
間
関
附
階
級
申
緩
一
決

勝
で
間
関
係
者
多
殺
が
的
隠
し
て

お
と
な
わ
れ
ま
し
た
。

絡
会
γ
一
議
概
要
は
次
の
と
お

拙
明
書
ま
の
お
手
も
と
に
事
し
ぜ
ん
。

あ
げ
に
然
本
滋
挙
人
名
簿
登
録
仲
防
災
後
緩
は
、
当
然
登
録
し

日
資
格
調
変
困
削
減
、
滋
楼
人
名
簿
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
積
し

町
作
裂
の
重
姿
な
援
磁
淡
終
に
な
出
な
い
で
毅
然
し
て
な
い
入
も

仇

る

も

の

で

す

。

あ

り

ま

す

。

と

の

人

た

各

市

W

仰
と
の
綴
官
置
は
潟
挙
人
A
W
尊
い
も
、
滋
数
制
備
は
醜
担
保
し
な
け
れ

問
中
務
純
を
、
よ
ち
万
全
に
灘
保
す
ば
な
ら
な
い
。
守
す
か
ら
と
の

明
る
た
め
の
も
の
で
す
。
溺
資
禁
務
官
苦
楽
は
、
惨
い
滋
議
議
巷
保

ご
い
は
9
月
お
お
務
総
で
脚
部
淡
お
値
付
す
る
た
め
の
緩
急
大
切
な
も

怖
い
紘
ぴ
閲
緩
入
楠
曹
の
出
向
の
出
斜
線
畿
の
明
、
す
。

一
昨
問
一
姿
諮
問
控
若
手
翠
掛
か
大
義
な
も
の
で
す
。
一
〈
広
州
相
あ
ぴ
ζ
昌
日
品
目
勢
参
じ
加
熱
霊
祭
等
で
翻
褒
壊
が

プ
ヮ
丸
木
舟
μ
伊
織
刊
閑
却
さ
れ
ま
し
た
跨
で
は
、
事
っ
そ
く
時
間
に
逐
一
閉
山
)
札
管
制
丈
し
て
く
だ
さ
い
。
訟
で
い
る
の
に
、
自
分
の
家
に

一
(
写
実

5
0
ζ
の
丸
木
舟
は
絡
を
と
れ
ソ
、
八
月
二
十
六
自

κ…
混
入
す
る
と
き
の
仲
間
滋
と
は
滋
布
さ
れ
て
い
な
い
よ

一

八

早

昔

、

言

語

五

重

要

化

財

童

話

前

町

よ

し

て

、

震

は

芦

雲

氏

潟

う

な

ζ

と
が
あ

3し
た

一
お
と
江
づ
た
と
と
ろ
で
み
つ
け
綴
議
を
お
と
な
い
ま
し
た
が
、
山
勝
義
き
れ
て
い
る
も
の
で
日

M
L
与
、
す
ヤ
選
繁
に
噛
堤
防
精
し

一
た
も
の
て
ま
す
き
は
長
く
わ
し
い
製
喜
代
な
ど
K
っ
一
か
い
奪
わ
か
ち
や
す
く
持
択
で
く
だ
ご
。

一
き
約
五
・
開
悶
メ
ー
ト
ル
、
綴
約
い
て
は
制
撃
取
で
す
。
一
童
日
い
い
で
く
だ
さ
い
。
生
年
静
で
っ
そ
し
て
渓
し
く
欝
い

は
は
は
ル
れ
は
ゅ
は
{
{
i
i
i
i
i
j一
月
日
等
に
つ
い
て
も
、
ヱ
隊
よ
て
、
凶
器
暴
露
費

く

人

の

お

も

い

ち

が

い

か

色

〉

の

芝

蓄

し

く

だ

さ

録

的

¢

言
問
襲
っ
て
割
削
入
し
て
あ

3
6
;

繍

設

慨

す

る

範

関

が

拡

大

…

る

の

が

護

員

ご

怒

ζ

義
喜
在
、
一
一
十

明
は
、
多
く
み
ち
ま
し
た
。

v口
十

-aa出
端
に
緩
急
ん
の
脚
部
花
開
間

以

以

共

凶

器

禁

止

間

関

十

五

坪

以

上

に

…

震

の

伶

で

も

は

っ

E
U
U主
将
い
ま
す
。

議

室

行

令

竺

襲

攻

と

の

改

暴

言

効

力

は

四

守

護

め

て

く

ど

き

い

e

丸
Y
U

不
在
し
が
ち
な
言
、

長

号

、

重

火

災

滋

書

士

一

変

喜

し

ま

す

が

、

主

主

、

抑

制

緩

や

老

人

出

口

山

市

議

室

に

緩

ん

で

お

か

を
撃
し
な
け

5
2
5
K該
当
す
る
も

Z、
な

る

ニ

ホ

ー

ム

に

さ

で

い

る

人

選

詑

れ

る

芝

よ

ち

、

霊

い

防

火

対

象

言

語

支

警

く

単

〈

書

す

る

よ

う

量

二

ゃ

、

隠

厨

入

、

票

率

本

義

の

な

い

よ

う

κ脅
し

て

撃

ち

ま

し

た

。

し

ま

す

。

蓄

し

な

け

れ

き

な

警

察

に

の

せ

な

い

の

軒

結

く

だ

さ

い

。

ら
な
い
だ
蓄
の
お
色
な
も
の
叫
が
た
く
き
ん
す
ま
す
。
晶
表
替
ん
と
か
〈
、
き
め
ち
れ
に

は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
そ
の
よ
う
な
人
の
あ
る
家

ζ
と
を
滋
与
、
自
分
の
言

。
欽
食
扇
、
判
例
閣
閣
総
で
九
ト
一
一
躍
障
に
お
い
て
は
十
分
装
躍
し
て
分
ど
げ
仇
骨
と
う
そ
う
と
い
う
入

隊

抑

制

上

…

く

だ

さ

い

。

が

多

い

よ

う

で

す

。

。
災
関
住
宅
、
下
宿
な
ど
で
同
工
潮
崎
挙
人
名
簿
を
朝
精
製
す
る

κ

渋
や
街
で
決
め
ち
が
た
と
と

十
双
山
郎
以
上
…
幸
い
し
、
め
ん
ど
う
壮
一
調
交
を
者
総
ん
な
宝
す
号
、
そ
し
て
向
制

。
各
額
学
校
で
務
主
・
・
…
師
昨
円
二
重
ね
る
の
も
、
淡
門
校
時
間
で
申
止
め
分
の
相
抑
制
判
争
中
市
山
後
し
、
わ
た
く

ヒ

切

ら

れ

た

作

成

方

時

間

げ

い

そ

う

た

め

し

た

ち

で

総

る

い

附

を

つ

く

る

の
締
役
、
寺
院
な
ど
で
務
手
T
W
で

す

。

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

一

線

以

上

山

総

さ

ん

の

な

か

に

は

、

修

災

釘

政

。

ヱ

棋

明

、

議

き

ど

で

九

十

一

義

も

し

て

あ

る

し

、

税

金

主

尊

義

妻

へ

喜

章

一
浮
以
上
一
絞
め
て
い
る
、
だ
か
ち
嘉
抽
選
の
あ
る
人
は
ス
士
均
十
二
月
三

〈
わ
し
い
ζ

と
に
つ
い
て
は
宮
支
名
簿

κ絞
っ
い
る
と
絞
っ
十
一
日
誌
ま
で
に
鐙
支
れ
た
人
と

災
孫
子
防
総
務
饗
へ
お
問
い
A
A

悶
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
ま
し
た
が
、
乙
れ
を
こ
十

わ

せ

く

ピ

き

い

。

一

し

か

し

、

ζ

れ
は
譲
製
叩
朗
自
の
付
制
と
訂
以
し
主
す
。

ご
縫
い
か
ら
開
立
に
あ
っ
か
え
ま

初斤〆

ι

与
で
す
。
蜘
都
品
柑
悩
凶
偶
一
日
一
、
八
九

八
平
万
メ
!
ト
品
川
、
融
制
枇
朋
コ
ン

ク
ヲ
ー
ト
二
階
建
て
て
…
…
一
一

一一日制
γ
万
メ
ー
ト
ル
、
絞
胸
骨
仙
鵬
料
蹴

A
籾
一
向
制
州
側
交
換
縄
問
、
サ
ー
ビ
ス

開
始
時
数
機
数
ぷ
、
。
。
。
綾

子
、
属
会
森
島
綿
一
。
、

0
0
0

側
明
子
、
期
間
自
制
は
限
利
附
悶
十
日
一
部
小

説
骨
附
引
の
予
定
で
す
。

十
月
一
日
閣
制
義
明
、
お
と
な
わ
姥
不
夜
の
人
は
:
奈
紘
一
刻
開
問
が
で
出
申
告
す
る
。

れ
る
間
同
勢
認
定
宜
の
総
務
は
次
m
w
ω
一
一
カ
月
以
上
に
わ
た
名
な
い
と
窃
凱
閉
鎖
に
乗
り
級
ん
で
い
る
人

よ
う
に
怠
っ
て
い
ま
す
。
き
は
自
宅
で
申
告
す
る
。
時
同
肉
料
内
切
で
市
申
告
す
る
。

幼
時
端
的
別
総
開
闘
は
本
邦
の
会
絞
殺
議
総
会
・
下
総
な
ど
か
ら
滋

A
W
防
衛
隊
の
財
閥
会
内
ま
た
は
鐙

で
、
人
的
別
総
務
は
、
附
則
自
路
市
山
崎
地
学
し
て
い
る
引
が
役
・
生
徒
同
抽
出
持
制
問
内
の
泌
総
緩
同
料
、
結
問
会
ま
た

織
に
常
住
す
る
入
手
。
山
市
で
な
く
、
そ
の
柑
落
合

-
F
は
鐙
綴
で
豊
百
す
る
。

簿

作

は

と

は

す

で

に

一

ニ

カ

汚

③

烈

務

所

・

鈎

岡

純

一

銭

mw
絞

主

校

ん

で

い

る

入

、

玄

関

勢

讃

査

の

範

間

警

の

う

ち

別

の

き

ま

っ

た

は

、

対

一

カ

月

に

務

な

い

で

い

る

人

と

少

年

，

ぉ

・

銭

円
か
今
後
一
一
一
カ
同
月
以
上
必
む
と
努
な
ど
で
附
約
す
る
a

人
知
錦
織
協
の
以
後
訓
告
は
、
そ
の

一いう
E
と
で
す
が
、
旅
行
中
、
小
切
病
，
腕
・
曲
眠
薬
一
決
な
ど
の
入
険
制
拭
容
先
で
申
告
す
る
。

下
抑
制
、
入
綴
な
ど
の
場
合
は
次
感
殺
の
う
ち
、
す
で
に
ご
-
m
m
A

⑦
一
一
一
カ
月
以
上
に
わ
に
っ
て
伎

の
よ
う
に
鶴
岡
祭
場
所
を
由
止
め
て
以
上
入
院
し
て
い
る
人
は
入
淡
ん
で
い
る
顔
、
ま
た
は
住
も
う

あ
り
ま
す
。
先
で
総
務
し
、
入
院
し
て
か
ら
と
問
削
っ
て
い
る
簡
が
な
い
人
は

一
一
一
カ
尽
に
な
ら
な
い
人
は
お
包

ヨ場iかれ畿運り草書遺産終わる

湖北小学校総号室ち 122メ{トルの織を整:t

家主fとのほど完成しました。

i 斡税のお願い i 

E 騒ぎの家主主が問機iζ行なわれる11:1ま やは Jみな i 

l きんのと主主力がなくてはできま性入。防税法絞め i 

t られた腕筋肉に絞めるよう士隠しします。!

皇2る宗11そごそき?術開会蓄
すとを主つ道理 ιた九?とlE1?
ゑ上ノ芸事ちかれ。十援しは

説包括討3Si
vそ議gE長霊安君主主
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7Aの人口務室護
〈男) (宮古計〉

t民 主主 22人 22人 44人

死 亡告人 11人 17人

総 入 11詩人 118人 234入

車議 機関人 7百人 162入

車道入iIt努 69盤機

転出世務 29証土紛

被I!J罷語源組蘭圃劃
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倣術数7，5宮3俊季語( /14♀Ill:l詩封書)
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低la話学
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81 伎とば

控
で
し
た
が
、
線
総
あ
る
槍
掃
除

託
統
燥
し
ま
ず
か
ら
、
期
開
ち
か

え
密
じ
よ
う
J
9
け
い
し
た
い
も
の

で
す
。
品W
帥
問
康
の
端
端
滋

九
日
片
品
同
察
側
附
の
変
わ
れ
ツ
め
で

笈
の
時
限
労
か
ら
問
問
描
脱
す
る
よ
う

割
問
め
、
潤
地
融
制
や
総
舎
に
鳥
眠
持
踏
め

秋
に
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
の
情
性
か
ら
早
く
ぬ
け
る

二
学
期
記
入
つ
て
の
心
構
え

夏
休
み
も
終
わ
ち
コ
数
燃
が

仏
間
ま
ち
ま
し
た
、
学
開
制
始
め
の

九
月
は
、
笈
品
持
み
の
縮
問
齢
聡
か
ら

持
掛
け
き
れ
ず
、
線
開
削
正
し
い
生

出
摘
に
も
ど
ち

κく
い
と
き
で

す。
そ
こ
で
線
総
で
は
次
の
よ
う

な
に
と
に
注
意
し
て
殺
し
い
こ

学
総
に
し
ま
し
ょ
う
。

m
w
子
ど
も
を
観
察
す
る
。

と
と
ぱ
づ
か
い
、
綬
袋
の
制
純

化
、
特
持
ち
物
の
よ
う
す
、

ζ
ず

句

、・eぴあ報広(~自蕊穫量事凝物認可〉

そ
の
後
mw

全
国
崎
務
皮

受
友
等
に

途
端
掛
骨

!日iiFijij出品23iii戸4明?lijiEW6133?
誇!idiihiiB富田 ;pill !滞lf hiH5iii申告主
持日-ziihvY1iEdil」騨抑制鮮民訴え重点桜

申
請
に
よ
っ
て
減
免
@
減
税

実
害
を
受
け
た
と
き
の
納
税

山
口
恩
の
添
拙
仰
と
な
り
ま
し
た

が
、
お
燃
や
大
雨
で
総
務
を
受

け
た
隣
町
、
続
税
構
脅
氏
は
い
ろ
い

ろ
な
絞
気
や
滋
務
が
あ
与
ま
す

け
門
附
関
税
滋
削
問
時
限
明
、
は
、
災
努

に
よ
っ
て
附
関
税
の
荊
申
告
、
山
中
湖
開

納
付
脱
却
が
嗣
期
間
揖
内
w
h
G
な
ャ
っ
と

と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
鶏
際
が
昨
弛
緩
さ
れ
ま
す

ま
た
、
制
期
限
時
伸
長
の
ほ
か
に

災
申
留
に
よ
っ
て
財
産
民
総
当
の

被
饗
を
う
け
た
と
き
は
、
一
線

以
内
mw
災
後
に
よ
る
紛
糾
棋
の
数

事
婦
が
緩
め
ち
れ
ま
す
。

H
H
~
約
機
糾
樹
液
で
は
、
掛
枠
制
間
後

除
が
み
h
，
ま
す
e

制
民
附
穏
や
盗
掛
障

な
ど
に
あ
っ
て
、
住
宅
や
家
財

そ
の
他
の
滋
a
H
類
、
制
制
金
な
ど

の
資
産
に
、
そ
の
等
分
の
所
得

金
額
mw
一
樹
を
と
え
る
綴
響
を

ろ
げ
た
と
き
た
そ
の
繍
泌
総
を

獄
後
会
緩
か
ら
綴
隊
ず
る
も
の

で
す
む
ま
に
、
総
u
聞
な
ど
の
に

な
削
州
出
民
惑
や
路
線
、
制
閣
総
な
ど

の
事
業
間
的
資
蛸
腕
托
摂
害
者
う
け

た
と
き
は
、
雄
軸
掴
間
然
体
陣
は
適
尽

き
れ
ま
せ
ん
が
、
挙
業
所
得
の

計
簿
上
、
そ
の
桐
揖
磐
績
は
必
製

材開決
K
な
h
ま
す
会

同
門
災
篠
崎
織
品
用
法
で
は
、
災
畿

で
校
名
や
車
部
燃
の
総
帥
艇
の
半
分

間
以
と
に
の
ぼ
る
被
害
を
う
け
、

し
か
も
そ
の
年
の
余
計
所
得
金

側
創
刊
か
百
二
十
万
円
以
下
の
場
合

は
次
の
即
時
分
に
よ
っ
て
制
射
殺
が

終
日
棚
、
免
除
さ
れ
ま
す
。

ω年
務
所
得
け
か
宏
一
十
万
間
以

下
で
み
る
場
合
は
淡
A
臓
の
金
組
閣

が
援
体
聞
き
れ
ま
す
e

州W

八
十
万
同
月
以
下
で
は
平
総

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

川
村
百
一
一
十
一
M
m
m
以
下
で
は
間
関

分
の
一
が
免
嫁
さ
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
災
警
に
よ
っ

て
須
山
濃
密
う
け
た
と
弘
は
、
拙
離

附
此
府
市
此
国
を
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て

前
認
の
よ
う
に
所
得
税
法

κよ

る
綴
綴
談
除
や
、
災
終
減
免
法

に
よ
る
時
附
品
加
の
綴
銭
が
う
け
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
災
終
減
免

時
間
と
維
持
狽
楠
出
品
障
の
一
向
方
の
条
件

に
か
伝
う
と
き
は
、
い
ず
れ
か

官
官
制
刊
な
方
法
を
滋
ぷ
ζ
と
が
で

き
ま
す
。
努
月
十
開
制
は

受
巡
安
全
の
E
M

制時
n月十
E
M
は
交
議
資
金
の
釘

で
す
。ζm
w
w
閣
時
酬
は
千
出
掛
開
閉
会
体
で

行
な
む
れ
て
ho
ち
ま
す
。
今
月

の
推
進
お
側
側
は
次
の
と
お
ち
で

す。V
道
路
は
お
側
問
者
あ
る
き
ま

し
ょ
う
。
幅
削
免
許
遅
い
轄
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

。寄私

か
い
の
使
い
方
、
交
友
関
係
、

融
問
出
蹴
状
線
な
ど
を
よ
く
緩
察
す

る
と
と
が
た
い
せ
つ
で
す
a

ιの
よ
う
は
と
と
は
、
縫
い
際

環
境
が
幾
犯
し
た
と
き
に
大
き

く
変
わ
る
場
合
げ
か
多
い
よ
う
官
、

す
。
と
の
変
化
を
見
の
が
す
ζ

と
な
く
、
縄
問
臨
ぷ
脅
同
中
く
み
つ

け
て
対
繍
用
者
た
て
、
ま
し
ょ
う
α

後
制
制
限
抽
出
な
然
綴
に
な
れ
る

夏
休
み
の
綴
歓
を
除
い
て
、

規
則
的
な
投
揺
に
阿
中
〈
な
れ
る

イ

i
グ
ル
ス
{
鉾
3
連
続
擾
勝

少
年
野
球
大
会
終
わ
る

八
月
二
十
一
一
段
午
前
九
時
吋
か

ぉ
我
孫
子
釘
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
少
年
榔
制
緩
大
会

は
、
合
間
叫
十
七
診
の
接
廷
に
よ

ち
臨
吋
お
ち
激
し
く
後
う
隠
の

ゆ
で
熱
戦
M
炉
開
問
機
さ
れ
ま
し
た

小
学
生
m
w
穏
で
は
附
昨
年
w
h
附腕き

イ
l
グ
ル
見
ハ
桝
期
総
小
)
い
か
連
同
制

緩
醐
脚
し
ま
し
た
。
中
学
設
の
郊

の
淡
勝
は
八
月
二
十
附
悶
臼
民
経

糊
附
さ
れ
た
が
ζ

れ
も
イ

l
p化
庁

ス
{
殺
孫
子
)
パ
か
居
眠
臨
酬
し
ま
し
た

今
年
初
参
加
し
た
宵
同
野
山
ス

パ
}
ヲ
は
、
小
暮
岡
山
品
砲
の
チ
i

ム
明
、
符
内
会
で
綴
叫
制
醐
筑
を
予
算

必
す
る
移
し
て
器
開
少
年
mw
輪開余

湾
総
者
問
闘
っ
て
い
る
と
の
ζ
と

で
す
。

ζ
れ
か
ら
の
少
年
臨
時
総

の
あ
ち
方
が
ζ

の
よ
う
な
方
向

に
跡
地
ん
で
い
く
と
と
を
綴
っ
て

お
り
ま
す
。

な
お
絡
会
グ
ラ
ン
ド
は
我
宵
伸

子
官
時
体
育
公
私
払
で
陣
同
調
探
し
て
お

り
、
鵬
問
時
時
穫
が
一
一
断
念
時
き
ま
す

か
ち
と
務
用
用
く

だ
き
い
。
使
用

パ
吋
さ
れ
る
と
き
は

f
 
れ
爾
描
紛
で
崎
将
揃
憎
で

、J射
す
か
ら
役
務
内

ζ

念
総
後
あ
て
出
印

加
し
山
尚
て
く
だ
さ

ド
る
よ
き
わ
抑
制
附
い

加
し
ま
す
ω
グ
フ

ラ
ウ
ン
ド
叫
体
制
賊
北

山
町
駅
か
ち
歩
い
て

総
十
五
分
伎
の
燃

は
怒
川
河
川
動
産

総
あ
ち
ま
す
。

山
明
秋
の
脚
町
民
野
球

球
大
会
泳
、
九
月

間
下
旬
か
ら

ιの

少
瞬
間
捕
時
場
一
を
使
用

し
て
お
ζ
な
う

予
匁
で
す
。

九
月
の
育
児
精
餓

九
月
の
湾
附
加
納
談
を
次
の
と

お
、
り
お
と
な
い
ま
す
。
待
問
は

い
ず
れ
の
会
植
物
と
も
十
時
か
ら

十
一
九
時
ま
で
で
す
。

九
悶
月
十
日
判
官
叩
後
支
所

九
月
十
七
M
M

湖
北
支
出
川

九
月
二
十
問
問
日
出
閥
次
会
鐙

初
心
底
嚇
狩
猟
議
捌
聴
会

開
問
十
年
度
初
心
構
脅
狩
猟
講
羽
田

会
を
次
の
と
お
ち
鰯
き
ま
す
。

V
問
符
九
月
ト
一
お
お
午
前

八
拙
吋
三
十
分
か
ら

V
場
所
治
市
柏
間
前
市
災
会
銭

曹
出
申
込
み
、
伽
開
媛
、
写
実
一
淡

〈ω
フ
イ
カ
絞
〉
、
手
数
制
特
五
百

問
問
者
持
参
し
て
、
端
緒
議
諜
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

V
拙
締
切
ち
九
回
月
十
日

品
協
険
物
滋
扱
-

主

任

者

試

験

一

念
銭
的
制
駁
設
主
佳
品
骨
材
納
献
酬
が
一

次
の
と
お
り
お
ζ
な
わ
れ
ま
す
一

か
ら
、
受
時
制
希
望
品
者
は
必
る
ペ
…

く
問
中
く
抑
制
時
出
本
邸
予
防
係
ま
で

お
山
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

甲
骨
剛
山
蹴
観
劇
部
乙
綴
崎
綿
限
額

V
卦同時慰問
M

時
間
間
和
国
間
十
年

十
月
十
台
n
H

〈口
H
)

w，
卦
酬
験
場
所
制
問
吋
丹
市

干
減
X
偽
制
臨
民
抑
間
六
カ
月
以
上

市W
給
険
的
制
限
帆
問
権
月
初
閣
を
有
す
る

入曹
受
付
制
調
高
栂
九
月
一
日
お
か
ら
九

月
十
琵
ま
で

く
わ
し
い
ζ

と
に
つ
い
て
は

総
務
本
賀
川
予
紛
係
へ
お
問
い
合

せ
く

Y
3
い
a

務
縄
問
作
毅
員
募
集

鶴
間
務
作
議
員
を
次
の
と
お
り

幡
野
然
し
て
い
ま
す
e
希
留
品
串
告
は

震
回
臆
帯
幣
持
参
の
h

つ
え
総
務
総
磯

良
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
s

v
世
幹
線
人
凶
間
二
名

亨
附
府
議
資
格
十
八
才
円
以
上

限
十
才
求
繍
闘
の
闘
抑
子

V
体
付
滋
給
与
そ
の
品
慨
は
一
彪

斡
酬
の
う
え
決
め
ま
す
。
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